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直木賞作家・角田光代の最高傑作ついに映像化! く家族〉の光と影を描いた再生と希望の物語。



言葉にして伝えて はじめで わかりあえる
“映画を見た"そのことが宝物になる、この秋一番の日本映画

各界から沸き起こる激賛の，ー

「可憐なアナーキズムとでも言えば‘いいのだ

ろうか。小泉今日子は終始うつむいたまま、

吐息だけで〈日々の暮らし〉を語り、その結果

〈現代〉なと、という安っぽい代物を、軽々と超

えてしまった。j

(作家・脚本家久世光彦さん)

「みためほど、ヤワ映画ではありません。原作

者、角田光代の風貌と作風のギャップに

似て J

(作家長嶋有さん)

「ニュータウンの抜けるような空が好き。最高

に清々しく気分のいい家族の物語。にして

も、怖すぎます小泉今日子さんj

(ガイナックス代表取締役・監督

山賀博之さん)

「豊田監督の映簡を見るといつも“ボンヤり

してたらアカンな"と思ってしまう。

今回もぐっと背すじが伸びました。J

(写真家川内倫子さん)

「涙よりニガイモノ。死ぬよりイタイもの。平

和な生活は絵空事。小泉今日子サンの笑

わない顔が忘れられない。豊田映画の凄絶J

(編集者・クリヱイティブ、テsィレクター

後藤繁雄さん)

「思春期とよばれた男のオレは、その道を

何度もアルイテイルヨウダ。ナカナカデラレ

ナイ。空中庭園と呼ぶラシイJ

(ミュージシャンロザリオス

中村達也さん)

「ふつうの人がものすごくドラマJ

(イラストレーター南伸坊さん)

fお腹いっぱーい !γ“ゴチソウサマ"でした。

秘密は誰にでもあるよね・・・。j

(女優香椎由宇さん)

「世界中の暴力と家族。遠いようでどこか

繋がっている。目を背けたくなるほどに生々し

くて切実な映画j

(ミュージシャン ASIANKUNG-FUGENERATION

後藤正文さん)

「息苦しい植物。不快なパースデイケーキ。

無邪気な性交。乾燥した笑顔。気恥かしい

会話。安物の酸素。

そして、その中で微笑むちいさな家族。家族

の美しさと不気昧さ、人間の優しさと不呼が、

分譲住宅の中でかき混ぜられる。

見つめたいのに、目をそむけたくなる匂し-。

そんな、心の奥を指で触られたような映画。 j

(イラストレーターリリー・フランキーさん)

「なにごともつつみ隠さ京タブーをつくらずそれが私たち家族のきまり」

「家族の間では秘密をつくらない J というルールを決めた京橋家。ふとしたきっかけから、夫の愛人が息子の家庭教師として京橋家に乗り込

んできた!“存在するはずのない"家族ひとりひとりの秘密が暴露されはじめて…。
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映画『空中庭園』公開についてのお知らせ

今般の映画『空中庭園』監督・豊田利晃氏逮捕の件、事件の社会的責任の大きさを痛感するとともに、非常に残念に思っております。

「空中庭園 J 製作委員会では、事件以降、劇場公開について協議を重ねてまいりましたが、この度は、事件の内容を隠すことなく明らかにする

こととし、それでも、この映画を観たい、と思ってくださる観客の皆様に対して本映画をお届けする決断をいたしました。議論を経ての結論で

ありますことを、ご理解ご賢察いただければ幸いに存じます。監督がこのような事件をおこすに至るまでの状況について感知できず、世間を

お騒がせしてしまったことを、本委員会一向、心よりお詫び、申しあげます。

2005 年 8月 29 日

「空中庭園」製作委員会

心に満ちる解放感。心地よい涙。

10 月 8 日(土)、ユーロスペースほか全国順次ロードショー
特別鑑賞券 1 ，500 円発売中! (当日一般 1 ，800 円のところ) *ポストカードっき(劇場窓口のみ)


